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札
幌
市
は
、
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
招
致
活
動
を
停
止
す
る
こ
と
を
決
め

た
。
地
元
経
済
界
か
ら
「
経
済
活
性
化
の
起
爆
剤

と
し
て
、将
来
の
大
会
招
致
を
見
据
え
て
ほ
し
い
」

な
ど
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
市
は
将

来
開
催
へ
の
含
み
を
残
す
た
め
、「
撤
退
」
や
「
白

紙
」
の
表
現
を
避
け
た
。
し
か
し
、
招
致
活
動
を

再
開
す
る
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
は
な
く
、
九
年
あ
ま
り

に
及
ぶ
招
致
活
動
は
事
実
上
の
「
撤
退
」
で
終
え

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
招
致
活
動
は
昨
年
一
〇
月
以
降
、
大
き
く
動
い

た
。
東
京
大
会
の
汚
職
・
談
合
事
件
が
発
覚
し
て

一
年
あ
ま
り
。
市
民
の
「
反
五
輪
」
の
声
は
収
ま

る
気
配
も
見
え
ず
、
市
民
団
体
が
招
致
活
動
の
賛

否
を
問
う
住
民
投
票
の
実
施
を
求
め
、
地
方
自
治

法
に
基
づ
く
署
名
集
め
も
始
ま
っ
て
い
た
。

　
札
幌
市
の
秋
元
克
広
市
長
は
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
委
員
会
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
）
の
山
下
泰
裕
会
長
と
東
京

都
内
で
会
談
し
、
二
〇
三
〇
年
大
会
の
招
致
断
念

を
表
明
。
秋
元
市
長
は
「
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
あ
り
き

で
は
な
く
、理
解
促
進
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
」

と
説
明
し
、
二
〇
三
四
年
大
会
以
降
の
招
致
を
目

指
す
考
え
を
示
し
た
。

　
そ
の
わ
ず
か
四
日
後
、
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委

員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
は
、
三
〇
年
と
三
四
年
の
候
補

地
を
同
時
内
定
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
札
幌
市
は

三
四
年
も
ほ
ぼ
絶
望
的
な
状
況
に
追
い
込
ま
れ

た
。
こ
れ
を
受
け
、道
内
に
は「
一
旦
立
ち
止
ま
っ

た
上
で
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
意
義
、

効
果
を
踏
ま
え
、
招
致
の
あ
り
方
を
み
ん
な
で
議

論
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
」（
鈴
木
直

道
知
事
）
な
ど
と
撤
退
へ
の
声
も
出
始
め
た
。
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紆
余
曲
折
の
あ
っ
た
こ
の
二
カ
月
間
、
札
幌
市

は
経
済
団
体
や
競
技
団
体
の
意
見
を
聴
く
こ
と
が

あ
っ
て
も
、市
民
の
声
を
聴
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。

運
営
費
が
膨
張
す
る
な
ど
し
て
批
判
の
根
強
い
二

〇
二
五
年
大
阪
・
関
西
万
博
の
よ
う
に
、
国
家
的

な
巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
一
度
動
き
出
す
と
、
市

民
の
声
は
無
視
さ
れ
、
修
正
が
き
か
な
く
な
る
。

札
幌
市
の
五
輪
招
致
の
場
合
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
「
札
幌

排
除
」
に
よ
り
強
制
的
に
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
ら
れ
た

格
好
だ
が
、
市
民
の
声
を
聴
か
な
い
札
幌
市
の
姿

勢
は
最
後
ま
で
変
わ
ら
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。

強
制
排
除
が
な
け
れ
ば
、
い
ま
も
招
致
活
動
に
突

き
進
ん
で
い
た
恐
れ
も
あ
る
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
の
最
高
規
範
」
と
位
置
づ
け
ら
れ

る
札
幌
市
自
治
基
本
条
例
は
、「
市
政
の
重
要
事
項
」

に
つ
い
て
「
住
民
の
意
思
を
確
認
す
る
た
め
、
別
に

条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
住
民
投
票
を
実

施
で
き
る
」
と
定
め
て
い
る
。
五
輪
招
致
は
、
こ

の
条
例
が
ま
っ
た
く
機
能
せ
ず
、「
絵
に
描
い
た
餅
」

だ
っ
た
こ
と
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。
市
民
の
意
向
や

考
え
が
市
政
の
重
要
事
項
に
反
映
さ
れ
な
け
れ
ば
、

市
民
の
不
信
や
政
治
離
れ
は
加
速
す
る
。

　
い
ま
全
国
で
は
、
実
施
要
件
が
従
来
よ
り
も
低

い
常
設
型
の
住
民
投
票
条
例
を
制
定
す
る
自
治
体

も
出
始
め
て
い
る
。
札
幌
市
が
将
来
、
再
び
五
輪

招
致
を
目
指
す
時
が
あ
る
な
ら
ば
、
住
民
投
票
に

よ
る
民
意
の
確
認
は
不
可
欠
。
そ
れ
を
担
保
す
る

た
め
、
そ
し
て
、
そ
の
他
の
重
要
事
項
を
市
民
と

と
も
に
考
え
、
解
決
す
る
た
め
、
市
は
常
設
型
の

住
民
投
票
条
例
を
制
定
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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さ
ら
に
Ｉ
Ｏ
Ｃ
は
昨
年
一
一
月
末
、
パ
リ
で
理

事
会
を
開
き
、
三
〇
年
大
会
に
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ル

プ
ス
地
域
、
三
四
年
大
会
に
ア
メ
リ
カ
の
ソ
ル
ト

レ
イ
ク
シ
テ
ィ
を
内
定
す
る
と
と
も
に
、
三
八
年

大
会
は
ス
イ
ス
と
優
先
的
に
対
話
を
進
め
る
こ
と

を
決
め
た
。
こ
れ
を
受
け
、
秋
元
市
長
は
「
か
な

り
衝
撃
的
な
決
定
。
三
八
年
大
会
の
『
優
先
的
な

対
話
』
と
い
う
新
し
い
話
が
出
て
き
て
、事
実
上
、

三
八
年
も
含
め
て
招
致
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
に

驚
い
て
い
る
」
と
述
べ
、
年
内
に
今
後
の
方
針
を

決
定
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
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各
種
報
道
に
よ
る
と
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
の
山
下
会
長
は

昨
年
二
月
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
ト
ー
マ
ス
・
バ
ッ
ハ
会
長

と
会
談
し
た
際
、
東
京
大
会
の
逆
風
下
で
「
三
〇

年
大
会
の
招
致
は
難
し
い
」
と
の
現
状
を
伝
え
た

と
こ
ろ
、
バ
ッ
ハ
会
長
は
怒
り
を
あ
ら
わ
に
し
て

席
を
立
っ
た
と
い
う
。
バ
ッ
ハ
会
長
の
胸
の
内
は

こ
の
時
す
で
に
「
札
幌
排
除
」
で
決
ま
っ
て
い
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
後
、
札
幌
は
招
致
レ
ー

ス
の
ト
ッ
プ
か
ら
降
ろ
さ
れ
、
秋
元
市
長
の
言
葉

を
借
り
れ
ば
、「
土
俵
が
な
い
」
と
こ
ろ
に
投
げ

飛
ば
さ
れ
た
。

　
昨
年
一
二
月
に
開
か
れ
た
「
招
致
関
係
者
意
見

交
換
会
」
で
、
秋
元
市
長
は
「
仮
に
三
八
年
大
会

の
可
能
性
が
再
浮
上
し
て
も
、
一
五
年
先
だ
。
そ

の
時
に
札
幌
が
ど
の
よ
う
な
課
題
を
抱
え
、
ま
ち

づ
く
り
に
対
し
て
大
会
開
催
が
ど
の
よ
う
な
効
果

を
生
む
か
見
通
せ
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

招
致
活
動
は
停
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
表
明
し

た
。
出
席
者
か
ら
大
き
な
異
論
は
な
く
、
市
長
の

考
え
は
承
認
さ
れ
た
。

五輪招致停止 いま札幌市がすべきこと


